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同年10月 東京市上野公園内に鉄筋 コンク リー ト造,判 也階2階 建,延面積1.192フ㎡の
建物1棟 を起工した。




同4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究資料等一切の外に金15
万円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。





同年4月18日 株式会社朝 日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年から向 う5









同12年6月24日勅令 第281号により美術研究所官制中改正の件が公布 され,従 来,
帝国美術院に附置されていたのを文部大臣の直轄に改められた。
同年11月29日美術研究所長職務規程,美 術研究所事務分掌規程が制定された。



























められ第 一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。(昭 和25年8月29日
から適用)
同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭和27年文化財保護委員会規則第4号)









同32年3月28日東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 家建,8㎡ の
保存科学部の薬品庫が竣工 した。























同年11月2日 所長および庶務課は,本館か ら保存科学部庁舎の1階 に移転した。
























































彦(昭 和5.6.28～ 昭 和6.11.25)
雄(H召 禾[16.11.25～日召禾010.6.1)




男(昭 和23.5.11～ 昭 和24.8.31)
一(昭 和24.8.31～ 昭 和27.4.1)
雄(昭 和27.4.1～ 昭 和28.11.1)
松(昭 和28.11.1～ 昭 和40.4.1)


















































































区 分 48年 度 49年 度
指 定 職 1 1
所 長 1 1
行 政 職(→ 13 13
課 長 1 1
課 長 補 佐 1 1
係 長 2 2
専 門 職 3
9
3
主 任 1 1
一 般 職 員 5 5
行 政 職 ⇔ 0 0
技能・労務職員 0 0
研 究 職 34 34
部長等研究員 10 10
室長等研究員 12 12
研 究 員 12 12
合 計 48 48
7
」


















名 称 種 目・構造
建面積 建 築






































































皿 土 地 ・建 物






































































庶 務 課 ・保 存 科 学 部(実験室)
?
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収 蔵 庫 第1準bl膣第2準備室
修復技術































一 般 研 究 奨励 研 究 総 合研 究 合 計



















昭 和49年 度 内 訳










猪 川 和 子
西 川 杏太郎
江 本 義 理
鶴 田 武 良





















X術部は日本 ・東洋の古美術,口 本の近代 ・現代美術とこれらに関連のある西洋美
術についての基礎的調査と劇覗的研究を行ない,その成果を公表するとともに,美術
に関する研究資料 を作成,収集,整理 し,これらの資料を一般研究者の利用に も供 し,





おいても,り1集礎的 ・先駆的役1判を果して,広 く永 く学界に寄'チすべく努y)ている。そ
のため重要なる問題に関しては共同研究を行い,また当部独白の光学i'1勺研究法を活川
し,すでに多 くの成果を収y)ている。




研究資料の収集 ・作成などに関 しては,当 部の前身たる美術研究所 として発足以来
調査研究とともにカをそそいで来たが,毎 年増大する資料の蓄積は,文 化財関係事業
等のためのみならず,部外研究者や,広 く海外の研究者のためにも大きな寄与を果 し
ている。また 「日本美術年鑑」には,毎年 日本 ・東洋古美術ならびに近代 ・現代 ・西
洋美術に関する雑誌論文および単行図書を分類集録 した文献目録を編纂 し,美術史学









記念室は,黒 田の作品その他関係資料 を保管 し,毎週一回,一般に公開 している。
第一研究室 ・資料室




～52年度4か 年計画初年度,第 一研究室艮他11名)の中で,絵画,彫 刻,書 蹟,工 芸
の造型部門を担当,研 究活動を行なった。
文部省科学研究費による共同研究 としては,昭和48年度に続いて 「院政前期より後
期への様式展開に関する研究」(総 合A・代表者猪川主任研究官他7名)に 関 して各


































































































その製作年代 と絵画様式史上の位置などを検討,そ の結果を 「仏教芸術」97
号に発表 した。また矢取地蔵縁起の全巻写真撮影を行い,調 査結果を 「美術









鎌倉時代の大和絵 肖像画について検討,特 に 「似絵」の意味と大和絵肖像画





































































河野 元昭(資 料 室)
〔1〕 近世絵画資料の調査収集 と研究
49年7月～8月東京大学美術史研究室の企画 した 「関東地方の美術館所蔵琳










































では,来 迎図関係の文献資料を収集整理 し,法隆寺壁画の調査を行い,ま た経絵の研
究を行 った。書蹟部門では,浄 土教諸師の宋代仏典学習に平行して,宋代書風が影響
したという観点から親鶯筆蹟を検討し,工芸部門では,知 恩院に伝わる刺繍袈裟貼屏












































彫刻班は,基 準作例の円成寺大口如来像,長岳 寺,11定寺,高 田寺,天福寺諸像を
調査撮影。絵画班仏画では東寺,来振寺の五大尊,神 護寺等の多 くの基準作を調査撮









































美 術 研 究29750.1
明 治 美 術基 礎 資料 集50.3






























美 術 研 究29750.3
小 学 館49.7
岩波書店50.2
美 術 研 究29449.7
史 　 と美 術44849.10
美 術 研 究29750.1
美 術 部 研 究 会49.5
六 一
美術研究29449.7
仏 教 芸 術9749.7
比 較 芸 術 学研 究149.11
ミ ュー ジア ム28449.11


























美 術 部 研究 会49.5
ア サ ヒギ ャラ リ1650,1








① 北斉漫画(平凡社ギャラリー)平 凡 社
① 南蛮美術(BOB,吉 村元雄氏と共著)小 学 館
① コロー 新 潮 社
② 洋風画とリ3ベ ンス 美術研究295



















① 万鉄五郎 ・熊谷守一(共著)「 現代日本美術全樂」18集 英 社49.5
② 岡田三郎助の芸術 佐賀県立博物館「百武 ・久米 ・岡田三人展」目録49.9
② 万鉄五郎の版画作品 絵12849.10
② 茅ケ崎時代の万鉄五郎(万 鉄五郎画集)日 動出版49,12
② 江漢の洋風竹1品とルイケンの銅版画 ミュージアム28650.1
② 明治初期の洋画 明治美術基礎資料集50.3
③ 石川孟高纂 「獅子図」 美術研究29549.9
⑥ 菊池大麓 ・フエノロサ ・中江兆民 ・外山正一 ・森鴎外 ・大塚保治年譜
筑摩書房 「明治芸術 ・文学論集」50.2
川上 浬(資 料室長)













美 術 手 帖39050.2





鶴田 武良(資 料 室)
① 近代中国絵画
② 近百年来中国画人資料1,2
角 川 書 店49.6



































































目的 とし,演劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・郷土芸能研究室の三室より構成されてい
る。
芸能部の研究目標としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法 ・技術及びその継承保存に
関する研究などがあ り,その研究に必要な資料の収集 ・整備,記 録の作成 としての撮







原コレクション邦楽レコー ドの整珊を続け,「音盤日録」皿 ・Ⅳの刊行準備 を進めた。




演劇研究室は,日 本古典演劇について芸能学的 ・演劇学的に調査 ・研究を行い,ま
たこれ ら諸芸能の周辺にあって伝統芸能の成立に深い関係を持つ諸分野についても,
調査 ・研究を進めている。
本年度,演 劇研究室では,各 個研究として 「芋院行゜1`の調査研究」 「地方芸能文化







現在,音 楽舞踊研究室では,各個研究として 「伝統歌曲の音楽分析的研究」 「寺院





の研究」 「獅子舞の研究1「郷上芸能の研づ別 「民謡の研究1「話芸 ・寄席芸の研究」




B研 究題 目及 び調査活動
く イ.一 般研究〉































遷 ・現況を明らかにし,あわせて,そ の伝承芸能 ・文献資料を収集 ・調査す












◎ 旋律運動の形 を比較分析するためのムー ド・グラフの開発と作製。
◎ 歌詞の各語に与えられたピッチの様相を示す分布図の開発と作製。







わたる総合的比較研究を行ない,そ の変遷 ・分化をあとづけることを目的 とす
るが,本 年度は,41年度以降継続的に実施 している東大寺修二会の研究調査に
ついてのまとめと,特別研究による浄土教の研究調査に主眼 を置いた。




































落語を主 として話芸 ・寄席芸を対象とする近殿芸能の研究 を,安原コレクシ
ョン邦楽 レコー ドの整理を通して続行中である。













c主要研究業績8議 嬢 誓 羅 膿 ⑥その他
横道萬里雄(芸 能部長)














東 大 中世文 学 会49.11
銀 座 能 楽 堂49,4～9







岩 波 書 店49.5～50.3
柿 木 吾 郎(音 楽舞 踊 研 究 室 長)
②MusicAnalysis°faTraditi°nalS°ng
‐MeaningandFunctionof"Kobushi"一音 鯨 第21巻3号49.3
② 民 族 音 楽 研 究 の 方 法 教 育 音 楽,第18巻7号49.7
② 日本 の 音 楽 とバ イ ミュー ジカ リテ ィ 季 刊 邦 楽,第2号49.12
④MoodGraphに よ る長 唄 旋 律 の分 析 東 洋 音 楽 学 会49.10
④ 日本 歌 曲に お け る 「・」・ぶ し」 研 究1音 楽 学 会49.10
⑤ ア ラ ン ・ホバ ネ ス の 日本 的 作 品 につ い て
名 古屋 ア メ リカ文 化 セ ン ター50.3















⑤ 能楽講座 ・打楽器の リズム
⑤ 能楽講座 ・装束 と作 リ物
」;りju計葦堂50.1









雑 孟占 「観 世」49.5
能 楽 タ イ ム ズ49.10
銀 座 狂 言 の 会49.7
銀 座 狂 言 の 会50.3
能 楽 鑑 賞 の 栞50.3
銀 座能 楽 堂49.6
銀 座能 楽 堂50.3










換言すれば,姻 ヒ財の白然科学的石)1究,文化財を資料 とする科1'技術史的研究,文 化
財の保存のための科学技術の応用研究の三方面がある。
35











どると規定されている。文化財自身の構造 ・強弱 ・安定等の研究のため,力 学的試験
を行ない或はX線 写真 ・γ線写真等の特殊撮影を応用 している。また文化財の保存環境
に関 し,採光 ・照明 ・温湿度等の文化財に及ぼす影響 とその防止の研究を行ない,例





定を行 うとともに徽 ・細菌 ・昆虫等による文化財の被害の防除のため保存環境の改善




























染料,金 属等への影響の比較試験,不 純物の究明,お よび排気回収装置の開発を前年
度に継続 して行い,最 も優秀安全性のあるものの選定に努めている。
瑞鳳殿,伊 達政宗墳墓発掘に伴 う保存科学的調査(共 同研究)(関連項目54頁)
見城敏子 ・門倉武夫(化学研究室)新 井英夫(生 物研究室)
戦災で焼失 した旧国宝瑞鳳殿の再建が本年企画され,その敷地内の墳墓が発掘され
たが,仙 台市の要請により,発掘時の石室内の環境の空気組成,温 湿度および有機ガ




その後,出 上遺品(刀 剣,漆芸品,金 属製品等)の 今後の保存 と修復について,S1
石,西 川llill部長が調査,指 導を行 った。(49.11)
いつれ も,相対湿度90%を越す石室内から取出されたもので,ど のように平常状態
に して行 くかが大 きな課題であり,保存科学 ・修復技術両部の共同で,保存環境の条
件設定,保TJiii,保存処置の調査,指 導 を行 うこととなった。




















月,温 湿度の測定,保 存施設,顔 料,土 質,壁 画の保存処置につき調査を行 っ
た。










に,登 石健三,江 本義理(保 存科学部),西川杏太郎,樋 口清治(修復技術部)
が参加 した。





















には温湿度 ・照明等に関 してかな り厳密な条件が課せられた。これらの点につき博物
館に協力,展示計画に参加。
展示ケース内相対湿度安定化のため調湿ゲルの調整封入,ケ ース内温湿度の測定,
会期途中におけるゲルの微調整等,会 場内の粉塵測定を行 った。照明光源 としての螢










特史 ・国宝:高 松塚古墳壁画等保存対策への協力(共 同研究)(関連項目55頁)

















































(2)広範囲の材質の判定 と,それらの劣化現象の機構を解明 し,一方,年 代,産
地の標準試料の材質に関する分析データの蓄積 を行 っている。
考古資料の青銅器,鏡 等の金属器,古 墳およびモンゴル建築彩色,初 期油
























化還元の測定,空 気中の有機 ガスの有無 を測定。古墳および墳墓によっては
イ∫機ガス特にアミン性ガスがかな り高濃度に土壌に吸着,且 古墳内の空気中







〔Ⅳ〕 新 しい陳列ケース内における油絵,漆 芸品の保存対策の研究
新しいコンクリー トの施設内で著 しく油膜が劣化 し,表面に白い結晶の様な




化防止出来るが,桧 材からヤニ状の ものが揮散して,汕絵,漆 芸品の表面に
付r・:JI`1する。これら桧材その他の木材,お よび新建材からの揮発成分の油絵の






因了二の挙動,経 年変化 を調査続行rla,調査対象 として,上 野公園内(2ケ
所)奈 良国立博物館(5ケ 所),富士美術館(5ケ 所),比較として 住宅地
(2ケ所)で 月別の変化 を,京都国立博物館,平 等院,就 漢園,高 徳院の年
変化 を測定した。
文化財環境における粉塵の挙動 を究明するため奈良国立博物館の展示場,




























































































護,開 口部の閉切り,前室 コンクリー ト施設建設が行われた横穴保存iの モデルケー
スの ・つといえる。その条件 ドにおける保存状態の実地調査研究を保rrl科学部に委託
せられ,昭 和47年kり3イトll}」受託研究を行い,49{r度で ・応の結論に至 った。
この年度は6月 及び1月 の一:季の状態を調査,特 に外気高温時 と寒冷時の占墳内部
における室空気及び水分移動の結論の確認を行い,又 工1」二後の安定化を認めることが













今乍度第2次 の発掘調査が行われ,そ の結果を合わげて保存施設を考えるとい うこ




















































気中の変質,お よび保管中の崩壊現象の機構,過 不`1控解明し,適切な保管,保 存処置
を施すための基礎研究で,考 古化学の一分野として発展させるのを目的 とする。
福島市:岩 谷観音石仏,原 の町市:羽 山横穴,勝 田市:十五郎穴等の石室,保 管中
の出土木器表面に,乾燥時期に発生 した白色析出物 をX線分析により分析 し,硫酸カ
ルシウム,硫酸ナ トリウム,炭酸カルシウム等を検出。
宮城:多 賀城跡,広 励:草 戸千軒遺跡において,湧水,地 下水等につきpH,溶 存
酸素,COD,二 価の鉄等の測定を行ない,埋 蔵環境調査を行なった。












入 し,その中で顔料の変退色,漆 塗膜の劣化を見ており,まだ短時 日で明瞭な
結果は得られないが,空気中と比較 して概ね良好である。
2)草 戸千軒から発掘された直後の漆器を塩の水溶液につけておいたものと真水に
つけたものと比較 して,塩 の水溶液の方が劣化が少ない。(但 し三ケ月問の期
間の結果)。
〈 ホ.在 外研究員〉 江本 義理(化 学研究室長)
文部省在外研究員(短 期)と して9月6日 より11月5日迄,イ ギリス,ベルギー,
オランダ,フ ランス,イ タリアに出張し,博物館,美 術館附属の研究所等において,
出土遺物の考古化学的研究に関し,材質の微量分析,金 属器の保存処置,フ レスコの
技法および保存処置等の調査 を行なった。
c主 要研究業績8纏 潔 幣 繍 膿 ⑥その他
登石 健三(保 存科学部長)
② 「国宝東照宮陽明門」一部分担 国宝東照宮陽明門
② 美術館 ・博物館の空気調和について 建築設備281
② モナ リザ展示の科学面について 建築設備282




















② 天井絵についての調査:天 井絵の顔料分析 国宝東照宮陽明門49.3























































④ 古墳の微生物学的問題について 第4回微生物生態 シンポジウム50.1
⑤ 文化財 と微生物 慶応工学会例会49.7
⑤ 生物学的破壊因子 とそれに対する化学的処理
昭和49年度文化財建造物主任技術者講習会49.7








④ 同 上(第2報)(共 同研究発表)
日本応用動物昆虫学会大会49.8
⑤ 正倉院の防虫 日本短波放送49.8








のに対 し,修 復技術部は,老 化破損し,あ るいは 後世の付加物のある文化財につい
て,も との正 しい状態に修理 し,あるいは復元する方法についての科学的,技 術的研
究を担当している。




第 一修復 技術研究 室
木材および漆を主材料 とする文化財の修復に関する科学的 ・技術的調査研究 とその




第 二修復 技術研究 室
紙,繊維 または皮革を材料 とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研究 とその
結果の公表とを主務 とする。
両研究室 とも,経常的な研究として,有形文化財を構成 している材料,構 造,製 作
技法についての研究や,それらを修復するための伝統技術の整理大系化と科学的裏付
けの資料集積,そ してさらに科学的な材料,技 法の修復への応用と開発のための臨床

















部省科学研究費(一一般研究C,研 究代表 酉川杏太郎以下部内研究員5名 分担)の 交
付 を受け 「占美術品修復技法の資料蒐集とその基礎的研究」 として,主 に彫刻の修復
記録蒐渠整備を行った。
B研 究題 目お よび調査活動
く イ.一 般研究 〉
仙台市,伊 達政宗霊廟(瑞 鳳殿)墓所出土副葬品の保存に関する鯛査
(保存科学部と共同研究)西 川杏太郎(修 復技術部長)




を実施 した。これら副yrnnuのうち,文化財 として価値の高い主要作品は,そ のま、恒
久的に地L一で保存されることとなったが,90%を越す高湿な土中にあったものを,徐
々に地上の通常気象に慣らした1:で,修復 を行 うことが必要 と判断され,保存科学部















めのケースを新造することなどの助言をした。その後,樋 口,増 田が実査 し,劣化し

























性塩化銅が,ま た,銀 製品には塩化銀が検出されたため,そ れを除去,清 掃
し,今後乾燥状態で保管するためのアク リルケースを設計 した。(青 木)
(8)高松塚壁画の修理に 先立ち,現 状の損傷状況 をどのように 記録するかについ


















よび材質分析(保 存科学部 見城)を 行い,日本製と判定,し かも作品の内劇内部に
寛政六年(1794),鈴木常八作の墨書銘があることをボアスコープにより確認 し得た。
中里 寿克(第 一修復技術研究室)












田美術館蔵乾漆伎楽面,誉 田八幡宮蔵神輿,鞘 淵八幡宮蔵神輿,奈 良大和文華館









本年は,東京国立博物館蔵の眉庇付冑,大刀,馬 具など六点に対 し,アク リル
樹脂エマルシ.ン(プ ライマルMV-1)を 減圧含浸 して強化するなどの修復処
置法を研究実施 した。なお大きな欠失部については,従 来FRPを 使用 して補足




























アクリルエマルシ 。ンを使用する方法を彩色修理技術者に指導 したが,こ の方法
は,合成樹脂使用時の彩色欠失部補彩に何ら障害のないことが確認され,従 来,
合成樹脂処置時の画面には,補 彩が しに くいとの一部技術者の批判にこたえるこ
とが出来たのは収獲であった。
国宝平等院鳳團堂壁画の剥落状態を,中里技官と共に現地調査 し,その損傷状






































各材料の電子顕微鏡および光学顕微鏡による撮影記録(石 川,門 倉)と,強 度
試験(増 田,三浦)X線 回折法による測定(江 本)
接着 した材料による記録,測 定の実施(樋 口,見城,石 川,増 田)
糊の化学分析(デ ンプン糊と化学糊)(樋 口,見城)





9.軸装等の作品に対する適切な保存環境の設定(登 石,石 川,三 浦)
10.抄き嵌め技法の和紙への応用(増 田)
以上のうち,装 潰川紙材料の蒐集 を大凡おわ り,これらを試料とする顕微鏡撮影そ
の他の諸分析実験が目 ド進行中である。保存箱については,実 験川の箱二種類が川意
され測定がはじめられた。 ヨーuッパで,す でに行われている紙の修理に当っての抄
き嵌めの技法は,小さな実験を行 った結果,和紙にも応川 し得る見通 しが出来たので,
小型の抄 き嵌め機 を設計製作 し本格的実験が くり返されている。
〈ハ.受託研究〉




国宝 ・重文 日光社寺文化財保存の研究(保 存科学部と共同研究 関連項目48頁
参照)西 川杏太郎(修 復技術部長)中 里寿克(第 一修復技術研究室)
研究対象は,,セにrl光山内にある指定建造物の表面彩色,塗 装,金具類の保存




中里寿克,茂 木 曙(第 一修復技術研究室)
増田勝彦(第二修復技術研究室)





特に記録作成に重点がおかれ,ま た盛 り上げ彩色の剥離に対する接着,剥 落どめ






接着する二段階の処置法を行って効果的であ った。現地で残 りの56面の修理 を担





し,他は十数片に折損 している。 しか し,錆の下には簡略な毛彫 りの図文が認め
られ,ま た冠帯裏面には櫛の痕跡が残 っているので,表裏が観察出来るような処
置が要請されている。 しかし各断片の接合部はうすい板金であるため,強 度は全




め,そ の結果,ア ク リル樹脂製のケース内に,透 明シリコン樹脂を流 し,その中
に埋没する工法により,保存処置を終った。この工法は,後 で必要に応 じて,容




中里寿克,青 木繁夫,茂 木 曙(第 一修復技術研究室)
三電県津市内の古墳の床土に埋もれた状態で出一ヒした押出仏で,銅板が腐朽粉





〈 二.科 学研究 費〉
「古美術品修復技法の資料蒐集とその基礎的研究」(・般研究C,西 川杏太郎)






c主 要研究業績 蹄 夷膿 替 鑛 騰送 ⑥その他
西川杏太郎(修 復技術部長)
① 興福寺北円堂 と南円堂の諸像 岩波書店49.6
④ 伎楽面の技法 と表現 一49年度 日本古美術夏期講座(東 京国立博物館)
東京国立博物館49,8
⑤ 古美術晶の保存 と管理について 福岡県立九州歴史資料館49.6
⑥ 寄木造の彫刻 一西 日本文化財指導者講習会(文 化庁)
大津市 日本生命大津ビル49.10
⑤ 古美術品の取扱いと梱包 一美術品業務講轡会 東京日通本社50.1
⑤ 美術工芸品の保存管理について
一49年度 文化財管理講習会(千葉県教育委員会)千 葉県自治会館50 .1
中里 寿克(第 一修復技術研究室)
























② 中心飾 りの保存処置 重文 新潟県議会旧議事堂修理工事報告書(共 著)
49.3
③ 文化財修復における合成樹脂の応用 月刊 「接着」Na17750.1
④ 木造文化財の保存 と修復における合成樹脂の応用 と問題点
文化財保存修復研究協議会49.9
⑥ 科学千一夜 「古代保存術」NHK(第1放 送)49.4
⑤ 建築素材の化学的補修材料について
49年度文化財建造物修理主任技術者講習会49.7






A美 術 研 究
昭和7年1月 創刊,昭 和49年3月292号を発行。当研究所美術部の調査研究の成果
を公表するための機関誌。二Lとして所属研究員の執筆にかかる論文 ・研究資料 ・図版
解説 ・X術関係k献 の校刊等を掲載 し,と きに所外研究荷の寄稿を受けることもあ










































































明治美術基噸 料集 肉圏灘 縷(1,2回編)
美術部第ご研究室では,昭 和44年度 より4ケ年計画で,「 日本近代美術の発達に関
する明治前期 ・中期の基礎資料集成」なる題 目のもとに特別の調査研究をす ㌧めた。
なお,これにより蒐集された基礎的資料の一部である内国勧業博覧会及び内国絵画共










































































































































































































































































清 朝 の 絵 画 川 上 漣






昭和50年1月8・9日(水 ・木)18:00～20:40於 朝 日講 堂
69
「法会と芸能 ・その技法」
法会のさまざま(諸宗派の寺ゴ ト)横 道 萬里雄
法会は宗教行事として成立 したものだが,そ の音楽 ・所作等の内容から見ると,体
現芸術すなわち芸能の範囲に属する。それは,礼 拝の対象である仏像が,造形芸術す
なわちX術 の作品として受け とることができるのと似ており,この観点から見た法会
を,寺ゴ トと呼ぶことにする。寺ゴ トに用いる法要(一 定の順序 を持つ進行形式)の
租類は数多いが,構城 上,導入部 ・展開部 ・終結部にわかれ,展 開部はさらに前置部
・:1三部 ・後置部にわかれるな ど,分析が可能であ り,類型が認められる。この日は,
りしゆざんまい じゆういちめんけか
その実例 として,「理趣三昧」と 「十一面悔過」の二種を取 り上げて解明 し,さらに




恐迎えの行い 一民俗としての修二会一 三 隅 治 雄
「お水取 りがすむ と春が来る」と奈良の人々はいう。祭 りを一つの折 り目として新
しい季節が到来するという心意を,日本人は昔からそなえてきた。
農耕 を主体 とした生活を長らく営んできたわれわれの先祖は,収穫が終ると,衰 え
た人間の魂に活力を与え,生 命の再誕をはかる祭事を行った。 宮延の 鎮魂祭なども
その一つだが,民 間でも,宿寵り,水浴み,湯 立,舞 踊などのきび しい行を積んで身
心の浄化をはか り,それを果たすことで春を迎えた。ハルは清浄な魂の状態 を意味す




「修二会の組み立て」 佐 藤 道 子




















外 したところ,奥 に別の羽目が発兄された。 「結構剖 によると,宝歴2年,「 岩笹
梅之立木錦花鳥三羽」の絵に改められたとあり,正に之に該当するものであった。
紫外線螢光,赤 外線吸収,X線 透視,X線 螢光,X線 回折.断 面拡大などの調査方
法で彩色を調べ,又 基底の漆層についても詳細な調査を行った。 その結果顔料の種
類,絵 具の塗り重ね,媒体 としての油の他に膠 も共存するらしいこと。元禄の牡丹唐
草模様の一部が下層の漆上に残存すること。毎回の模様変えは漆の重ね塗 りで行われ
ていることなどが明らかとなった。














文化庁文化財鑑査官,建 造物課長および担当官,美 術工芸課長および担当官,記 念
物課担当官,東京国立博物館,東 京芸術大学その他関係専門家の出席を得て 「木造文
化財の保存修復」 をテーマとした研究発表および協議を行い。大 きな成果 を得た。
(報告者)
1.木 造文化財(彫刻)の 保存修理について 鷲塚泰光
2.木 造文化財(建 造物)の 保存修理について 伊藤延男 ,
3.木 造文化財の構造 ・材質の保存 と修復における科学的方法 と処置
関野 克
4,木 造文化財の保存と修復における合成樹脂の応用と問題点 樋口清治
5.虫 害 と徽害 森 八郎
6.木 材から放出される化学的成分とその文化財におよぼす影響 見城敏子
(講演)




文化庁文化財保護部長,建 造物課,美 術工芸課,記 念物課の各課長,担 当官の出席
を得て,昭 和49年度調査研究概要,昭 和50年度調査研究計画概要,国際保存センター
に関する事項,国 内外からの研修員,研 修生の受入れなど報告を行い,昭和50年度特

















国内における関係学会としては,東洋音楽学会 ・歌謡学会 ・日本民俗学会 ・音楽学




国 際 関 係
岩崎修復技術部長は,昭 和49年4月20日から5月5日 の間,国 際保存センター,第
22回理事会に出席 した。
ユネスコ ・アジア文化センターによるアジア地域文化財保存修復研修コースが,49
年1月 より始まり,引続いて,本年度6月 まで,フ ィリッピン派遣のノリエガ女史,
タイ派遣のパ イラタナ女史に対 し,両部全員で,保 存科学,修 復技術の実地研修を行
った。







また49年9月末,モ ンゴール共和国から建築修理関係専門家3名 が来 日(ユネスコ
による)三週間にわたり,両部施設の見学と研修を行った。
49年9月6日より11月5日まで,江本化学研究室長は文部省在外研究員(短 期)と
して,イ ギリス,ベ ルギー,オ ランダ,フ ランス,イ タリアに出張 した。その間美術
館附属研究所等において,考古遺物の考古化学的研究に関して,材 質分析,腐食防止
処置フレスコ保存処置等の調査を行った。
50年2月,韓国ソウル国立博物館の 修理技術者,李 午憲氏が来 日,一 ケ年の予定
で,当研究所に滞在,修 復技術部において出土鉄製品の修復技術研修を行 っている。
(国際協力事業団のあっせんによる)
また3月,韓 国文化財管理局,李 治淳局長等3名 が来所,両 部の施設を視察,保 存
科学に関する組織等について意見交換を行 った。
この他,南 ベ トナム考古学研究所,段 文春氏(49.8)ボス トン美術館 ウィリアム
・ヤング氏(49.9)東 京国立博物館で開催の中国人民共和国出土文物展のため来日
中の工作員,三 名(49.9)ギリシャ,アテネ国立博物館の修理技術者,ル ーシーワ
イヤー女史(50.3)緯 国国立博物館 崔館長(50.3)などが来所,両 部の施設見
学,あ るいは意見交換,懇 談を行 った。


















東洋古美術 近代 日本美術 西洋美術関係を主 として,和漢(27,718)洋書(3,565)
を合わせて,31,283冊,ほかに美術関係雑誌,売立目録類及び拓本がある。
芸 能 部
雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統芸能
の研究に必要な図書3,874冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・
テア トロ(第1次)・ 上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅と伝説等
の雑誌,丸 本 ・謡本等の台本も収集 している。
保存科学部 ・修復技術部
古来の伝統的生産及び工芸技術書,技術史,ま たは数少ないそれらの科学的究明を




美 術 部 芸 能 部 保存科学部修復技術部 計
和漢書 洋 害 和漢書 洋 書 和漢書 洋 書
昭和48年度
巳
591冊 38冊 212冊 一 48冊 27冊 916冊


















レコー ド・録音テープ ・写真(8ミ リ・16ミリシネを含む)等による芸能資料 を多
数そなえている。レコー ドには毎年各製作会祉から発売される伝統芸能関係レコー ド
のほか,昭 和35年度 文部省機関研究費によって購入 した 安原コレクシ。ンレコー ド
5,450枚が含まれている。安原コレクシ。ンは,明治 ・大正 ・昭和三代にわたって刊行
された各種邦楽レコー ドを網羅 したもので,近代における邦楽の実態と変遷を知る上
で貴重な資料である。録音テープ及び写真は,雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺院











































































































































































ライ トガイ ドカラーメーター 色彩測定
工業用X線発生装置200KVP、8mA
万能試験機(島 津,オ ー トグラフ)イ ンス トロン型,10トン
回折格子分光照射器
赤外線TVカ メラ装置一式














































週木曜日午後lIlj=から4時 まで ・般に無料公開 している。陳列品の主なものは,「 知
感情」 ・ 「花野」 ・ 「湖畔」 ・ 「赤髪の少女」 ・「もるる日影」 ・ 「温室花壇」他で
ある。
黒田子爵記念室観覧規程
第1条 本研究所の黒田子爵紀念室(以 下単に 「記念室」とい う。)は,こ の規程に
よって一般 に公開する。
第2条 観覧は無料とする。
第3条 観覧者は,備 付けの帳簿に現住所,氏 名を言己載 し,掛員の指示を受けるもの
とする。



































第 一 研 究 室
第 二 研 究 室
所 長
課 長
課 長 補 佐
係 長
文 部 事 務 官
事 務 補 佐 員
係 長
主 任
文 部 事 務 官
作 業 員
事 務 補 佐 員
作 業 補 作 員
部 長















斎 藤 靖 子
大 釜 一 也
本 村 伝 一
正 藤 隆 生
高 谷 た ま
高 橋 久美子
大 塚 正 司
岡 畏三郎
上 野 ア キ
関 千 代
柳 沢 孝
田 村 悦 子
宮 次 男
猪 川 和 子
田 実 栄 子
久 野 健




























































陰 黒 鉄 郎
川 上 浬
永 雄 ミ エ
江.L緩
鶴 田 武 良
河 野 元 昭
橋 本 弘 次




中 村 茂 子
大 田 有喜子
柿 本 吾 郎
佐 藤 道 子
松 本 雍
三 隅 治 雄
仲 井 幸二郎
登 石 健 三
江 本 義 理
門 介 武 夫
見 城 敏 子
登 石 健 三
zr川 陸 郎
㍑ 浦 定 俊
登 石 健 三

















文 部 技 官
部 長
室長'i務II文扱
文 部 技 官
事 務 補 佐 員
室 長






文 部 技 官
ク
室長事務 取扱
文 部 技 官
ク
室長事務取扱





演 劇 研 究 室
音楽舞踊研究室
郷土芸能研究室
保 存 科 学 部
化 学 研 究 室
物 理 研 究 室



























































































鬼 山 光 義
羽 田 吉 一
山 下 房 子
浦 山 政 雄
宮 本 瑞 夫






















名 氏 名[在 職 期 悶
庶務課(室)
所 長 事 務 代 理
所 長
雇(事 務)







































































































































































































































































第 一 研 究 室技 術員
資 料 室 文 部 技 官
資 料 室 技 術 員
第一研究室文部技官
第 二 研 究 室技 術員
文 部 技 官(併 任)
部 長
資 料 窒 文 部 技 官
第 一一・研 究 室 長
部 長
第 一 研 究 室 長
文 部 技 官(併 任)
〃
〃
第 一 研 究 室 長
第 二 研 究 室 長
部 長









松 本 栄 一
河 北 倫 明
鈴 木 友 也
持 丸 一 夫
山 田 桂 二
大 串 純 夫
池 Ⅲ 涼 子
新 規矩男
福 山 敏 男
小 沢 健 志
熊 谷 宣 夫
田 沢 坦
伊 東 卓 治
米 沢 粥 圃
吉 川 逸 治
河 北 倫 明
隈 元 謙次郎
秋 山 光 和
高 田 修
辻 惟 雄
戸 田 禎 佑
中 川 予 咲
秋 山 光 和
加 藤 成 之
新 井 範 子
下 総 覚 三
玉 木 清 子



































音楽舞踊研究室研究員(非)岸 辺 成 雄 27.10～41.3
郷土芸能研究室研究員(非)池 田 弥三郎 27.10～41.3
演劇研究室研究員(非) 石 田 百合子 40.4～4ユ.3
〃 阿 部 順 子 40.8^-43.9
音楽舞踊研究室研究員(非)山 路 興 造 42.4^-44.3
部 長 浦 山 政 雄 27.10^-49.4
演劇研究室研究員(非) 宮 本 瑞 夫 41.5～50.3
保存科学部 臨 時 筆 生 赤 岡 恒 子 26.4^-29.7
庁 務 補 助 員 橋 本 義 雄 28.10^-32.7
修 理 技 術 研 究 室長 毛 利 登 37.10^-38.4
物理研究室研究員(非) 呉 屋 充 庸 29.4^-40.3
修 理 技 術 研 究 室長 立 田 三 朗 37.10～45.1
修復技術部 部 長 岩 崎 友 吉 27.4～49.5
注(1)(2)の所 属,官 職 は.転 退 時 を示 す。
●
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皿 関 係 法 規
◎文紹 殴置法(署澱 歪法齢 鶴 月29日、。3号)(抄)
第3節 附属機関
(附属機関)



















3国 立文化財研究所には,支 所を置 くことができる。
4国 立文化財研究所及びその支所の内部組織は,文部省令で定める。
88



























七 前各号に掲げるもののほか,他 の所掌に属 しない事務を処理すること。
(X術部の3室 及び事務)
第120条美術部に,第 一研究室,第 二研究室及び資料室を置 く。









第121条芸能部に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及び郷土芸能研究室を置 く。









的調査研究を含む。)を 行ない,並 びにその結果の公表を行な う。
3物 理研究室においては,文 化財 及び その保存に関する物理学的調査研究を行な
い,並 びにその結果の公表を行なう。
4生 物研究室においては,文 化財 及び その保存に関する生物学的調査研究を行な
い,並 びにその結果の公表を行なう。
(修復技術部の2室 及び事務)
第122条の2修 復技術部に,第 一修復技術研究室及び第二修復技術研究室 を置く。
2第 一修復技術研究室においては,木,漆 その他次項の材料以外のものを材料 とす
る文化財の修復に関する科学的,技 術的調査研究を行ない,及 びその結果の公表 を
行な う。
3第 二修復技術研究室においては,紙,布 又は革を材料 とする文化財の修復に関す












珊 関 係 法 規
員(以 下 「定員令第1条 定員」 という。)及 び沖縄の復婦に伴 う行政機関の職員の
定員に関する法律の適用の特別措置に関する政令(昭 和47年政令 第191号)第1条

































































第3条 の2文 部省設置法(昭 和24イト法律 第146号)第14条〔国立の学校等〕及び











一・ 法第4条 第1項〔採川及び昇任の選考〕 については,国立学校設置法第3章 の
2に規定する機関の長及びその職員にあっては 「文部省令で定めるところにより
任命権者」,そ の他の機関の長及びその職員にあっては 「任命権者」




第1条 東京国立文化財研究所部室長会議(以 下 「部室長会議」とい う。)の 運営に
ついては,こ の規則の定めるところによる。








































(8),m託研究に要する経費により取得 した設備等は,返 還 しないこと。
(4)やむを得ない事由により受託研究を中止 し,またはその期間を延長する場合に
おいても,研究所は,その責を負わず,ま た,原則として受託研究に要する経費を












第4条 受託研究の申込みを1.ようとする者は,別 紙様式に よる受託研究申込,°1:を所
長に提出しなけれぽならない。
2所 長は,受託研究の受入れを決定 したときは,そ の旨委託者および研究所契約担
当職員に通知するものとする。
3前 項の通知に基づき契約担当職員は,契 約を締結 した旨を,所長に通知するもの
とする。
(研究の中止等)
第5条 受託研究を担当する職員は,当該研究を中止 し,または,そ の期間を延長す
る必要があると認めたときは,た だちに所属の室 および部の長を経て 所長に報告
し,その指示を受けるものとする。
2所 長は,受 託研究の遂行上やむを得ない理由があると認めた ときは,こ れを中止
























































代表者 関 野 克
東京都台東区上野公園13-27
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